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１．決算の概要

－ＰＬ－ 『売上高・利益とも前年を下回る』

-8.6%-1,10281.0%11,73278.6%12,835売 上 原 価
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101

-413

-329
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金額

-68.9%1.4%2074.1%668四 半 期 純 利 益

－-0.4%-57-0.4%-66特 別 損 益

-37.3%3.6%5235.1%834経 常 利 益

－0.2%31-0.4%-70営 業 外 収 支

-45.7%3.4%4925.5%905営 業 利 益

-12.8%15.6%2,25215.8%2,581販 売 費 ・ 一 般 管 理 費

-11.3%100.0%14,476100.0%16,322売 上 高

増減率構成比金額構成比金額

前年同期比2011年4-9月2010年4-9月科 目

・売上高は、欧州のＦＩＴの削減で太陽光発電投資が減少し、当社グループの製品の販売が減少した。
・販売費・一般管理費は、給与・手当（△１３１百万円）、荷造運送費（△１３１百万円）等が減少した。
・営業外収支は、当期は為替差益に転じた。（＋１１４百万円）
・特別損益は、投資有価証券の評価損の発生（８１百万円）等による。

（単位：百万円)
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【市場別売上高】

・太陽光発電配線ユニットを含む新エネルギーの売上は７％減。
・ワイヤーハーネスの売上は、薄型テレビ内部配線用ハーネスが大幅に減少した他、
東日本大震災による得意先の生産停止・縮小の影響で減少した。
・電線・ケーブルの売上は東日本大震災の復興を見込んだ需要により増加。
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【主要製品別売上高】

・薄型テレビ内部配線用ハーネスは､2009年3月期をピークに売上が年々減少している。
・自動車搭載部品用ハーネスの売上はこの３年間ほぼ横ばいで推移している。
・アミューズメント用ハーネスは東日本大震災後の節電対応で投資が減少している。

・工作機械用ハーネスは､2010年9月期は金融危機の影響で極端に落ち込むもその後は回
復傾向にある。

-4605,5395,999太陽光発電配線ユニット

49247198工作機械用ハーネス

-138247385アミューズメント用ハーネス

-35435470自動車搭載部品用ハーネス

-1,1281,4952,623薄型テレビ内部配線用ハーネス

増減2011年4-9月2010年4-9月

（単位：百万円)
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【設備投資の状況】

【人員増減】

＋42418376有形固定資産取得額

－13277290減価償却費

増減2011年4-9月2010年4-9月

5,516人

280人

5,236人

2011年3月末

4,455人5,798人合計

271人336人臨時従業員

4,184人5,462人従業員

2011年9月末2010年9月末

（単位：百万円)

主な投資内容
カンボジア子会社建屋新設 72百万円 ⇒ ワイヤーハーネス生産コスト低減
ベトナム子会社設備増設 69百万円 ⇒太陽光発電配線ユニット仕様変更対応

増減の理由
受注の減少に伴い、中国・東南アジア子会社の作業人員の適正化を図った。
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－ＢＳ－ 『受注の減少に応じ資産・負債が減少、純資産は増加』

50.2%11,83052.9%12,808負債合計
49.8%11,72747.1%11,402純資産計

9.6%2,25312.2%2,964(長期借入金)

100.0%23,557100.0%24,211負債・純資産合計

12.5%2,94715.4%3,739固定負債
11.9%2,7938.2%1,995(短期借入金)
20.4%4,81824.0%5,819(買掛債務)
37.7%8,88237.5%9,069流動負債
100.0%23,557100.0%24,211資産合計
15.1%3,55415.0%3,636(有形固定資産)
21.9%5,16922.1%5,359固定資産
20.9%4,91819.8%4,836(棚卸資産)
34.2%8,05737.1%8,974(売掛債権)
20.7%4,87717.6%4,272(現金及び預金)
78.1%18,38777.9%18,851流動資産

構成比金額構成比金額

2011年9月末2011年3月末科 目

・受注の減少に伴い、運転資金が減少 ･･･ 売掛債権、買掛債務。
・借入金は若干増加(＋８６百万円)も現預金が大幅に増加（＋６０４百万円）
・純資産が増加し、自己資本比率が上昇。
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-C/F- 【キャッシュフローの状況】

営業C/Fは利益増加と運転資金減少で前年度より増加。投資C/Fは有形固定資産の売却と
投資有価証券の償還で減少。財務C/Fは借入金の増加が少ない。
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【セグメント別売上高・営業利益】
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日本とアジアの売上が減少し、営業利益も減少した。

２．セグメント別業績
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３．２０１2年３月期上半期のトピックス

①事業環境の変化に対応

薄型テレビ用ワイヤーハーネスの需要減少に対応し、生産工場の体制の見直しを進め

るとともに、ＬＥＤ照明等の新製品需要の開拓に注力した。

②太陽光発電配線ユニットの低価格対応

太陽光発電パネルメーカーからのコストダウンに応えるため、ＶＡ提案品の開発、生産

体制の整備、使用材料の現地調達を推進した。

③カンボジア子会社の建設が完了
２０１１年９月末に建屋が完成し、１１月より生産を開始する予定。
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４．２０１２年３月期下半期の経営戦略

①新製品開発の促進

・太陽光発電用接続箱の拡販（７月に上市、１１月に初納入）に注力する。

・来年７月の全量買い取り制度開始に向けた総合的な監視システムを提案す

る。

②海外のローカル企業への拡販

・太陽光発電配線ユニットの新興国（中国・韓国・インド等）への販売活動を強

化する。

③材料の現地調達の推進

・現地の日系およびローカル部材メーカーの発掘と調達の促進に注力する。

（コスト低減および為替対策）
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５．2012年3月期業績予想
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今期の業績予想は１０月１７日に修正値を公表。
上半期の実績と今後の需要予測を勘案して算出した。
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本資料の将来予想に関する記述は、経済情勢や社会情勢の変化により、
実際の業績と異なる場合があることをご承知おき下さい。


